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イスラエル総選挙の結果と新政権の行方 
～アイゼンコット政権樹立には未だ険しい道のり～ 

 経済調査部 シニア・フェロー  嶌峰 義清 

（℡：050-5474-7489） 

 

（要旨） 

○ 10 月 27 日に実施されたイスラエル総選挙は、ネタニヤフ首相が率いる与党リクードが第一

党の座を保ったものの、連立与党で過半数を得るには至らなかった。 

○ 各党への意見聴取を経て、ヘルツォグ大統領は第二党となった野党ヤシャルのアイゼンコッ

ト党首を組閣候補者に指名した。ただし、首相の座に就くには①アラブ系政党の協力を得る

か、②与党内でネタニヤフ首相と距離を置く超正統派政党の協力を得られるか、③ネタニヤ

フ首相抜きの挙国一致型連立を実現できるかなどの選択が必要で、その壁は大きい。 

○ トランプ大統領がイスラエルとの距離を置く姿勢を見せるなど、イスラエルを取り巻く国際

情勢は厳しい。これが、欧米との連携の重要性を認識しているアイゼンコット氏の連立模索

にどのような影響を与えるか、今後の中東情勢を占ううえでも注目される。 

 

1. 与党リクードは第一党を死守も、組閣指名はアイゼンコット氏に 

10 月 27日投開票のイスラエル総選挙は、11 月 4日に正式結果が確定した。ネタニヤフ首相が

党首を務める与党リクードは 32議席から 5 議席減らして 27議席となったが、第 1党の座は死守

した。もっとも、与党陣営は計 53議席、アイゼンコット元軍参謀総長の野党陣営は計 48議席、

アラブ系 2党は 19議席（ジョイント・リスト 11、ラアム 8）で、いずれも過半数の 61議席に届

かなかった（図表 1）。 

イスラエルでは、選挙結果を受けて大統領が各党の意見聴取を行い、組閣を行う候補を指名す

る。指名された候補者は（通常は第一党党首）、各党と連立を模索し、過半数の得票を得れば新た

な首相の座に就くことになる。ヘルツォグ大統領は各党への意見聴取を行い、11月 5日、組閣を

担う候補の推薦状況を公表した。その結果は、アイゼンコット氏が 67人、ネタニヤフ氏が 46人

と、議席獲得数では第二党となるヤシャルのアイゼンコット党首が 1位となった。過半数を超え

る 67 人の推薦をアイゼンコット氏が獲得した最大の理由は、アラブ系 2党（19 議席）がそろって

同氏を推薦したことである。アラブ系政党はネタニヤフ氏や極右政党の政策を差別的とみなし、

「政権交代の実現」を最優先に行動したと考えられる。 
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注目すべきは、長年ネタニヤフ氏を支えてきた超正統派の「統一トーラー・ユダヤ教連合」

（UTJ、7議席）が推薦を見送った点だ。これは「ネタニヤフ氏を推さない」という意思表示でも

あり、与党陣営内部の亀裂が露呈した。ヘルツォグ大統領自身も「結果は明確に見えても、組閣

能力のある人物を判断することはまったく明確ではない」と、陣営内の相互拒否を指摘している

（大統領府）。かくして大統領は 11月 8日、第 1党党首ではなく第 2党党首のアイゼンコット氏

に組閣を指示した。イスラエル政治の慣例「最大会派の党首」が覆された瞬間である 

 

2. アイゼンコット氏が首相の座に就く可能性 

アイゼンコット氏には 28 日間の組閣期限が与えられる。最大 14日間の延長も可能だが、仮に

不成立となると別の議員に 4週間の組閣権限の機会が移り、それでも失敗すれば再選挙の可能性

が高まる。新政権の発足までは現職のネタニヤフ氏が暫定首相にとどまる。つまり、交渉が長引

けば長引くほど、暫定ではあれ首相席にとどまり続けるネタニヤフ氏に時間が味方する可能性が

ある。 

アイゼンコット氏が組閣に成功し、新首相の座に就くには大きく三つの経路がある。 

第一は、アラブ系政党からの閣外協力を得て少数与党政権を樹立する道である。自身の陣営 48

議席に、アラブ系 19 議席の棄権・容認を加えれば、信任投票は乗り切れる。ただし、同氏は「シ

オニスト政党に基づく政権」を掲げてアラブ系の入閣に条件を課しており、また野党陣営内にも

アラブ系との協力に反発する政党がある。連立の枠外からの協力という「曖昧な形」になるだけ

に、政権の安定性を欠く。 

第二は、超正統派政党（UTJ、シャス）との連立である。野党陣営 48議席にUTJ7議席とシャス

6議席を加えれば、ちょうど 61議席となる。UTJはネタニヤフ氏への推薦を見送っただけに、現実

化する可能性は否定できないが、最大の障壁は徴兵問題である。アイゼンコット氏は国民皆兵を

政党名 立ち位置 議席数

リクード（Likud） 右派 27

オツマ・イェフディット（ユダヤの力）（Otzma Yehudit） 極右 7

統一トーラー・ユダヤ教（UTJ） 超正統派 7

宗教シオニズム（Religious Zionism） 宗教右派 6

シャス（Shas） 超正統派 6

合計 53

ヤシャル（Yashaer） 中道 21

ベヤハド（Beyachad） 中道 12

民主党（The Democrats） 中道左派 8

イスラエル・ベイテヌ（わが家イスラエル）（Yisrael Beitenu） 世俗右派 7

共同リスト（The Joint List） アラブ系・左派連合 11

ラアム（統一アラブリスト）（Ra'am） アラブ系・イスラム系 8

合計 67

注：「連立与党」「野党」の枠組みは、2026年選挙前のもの。
出所：各種報道に基づき（株）第一ライフ資産運用経済研究所作成

（図表1）イスラエル国会（クネセト）の党派別議席数
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掲げ、超正統派の徴兵免除の縮小に正面から取り組む姿勢を示しているが、これは超正統派の存

在基盤に触れる問題だ。今回のUTJの推薦見送りは交渉の扉が開いていることの表れとも読める

が、条件面での隔たりは大きい。 

第三は、リクードの切り崩し、あるいは挙国一致政権である。アイゼンコット氏は 8日の組閣

着手に当たり、ネタニヤフ氏が「国を歴史的な危機に陥れた」と警告する一方、同氏と連携する

勢力にも協力を呼び掛け、自身の下での入閣にリクードや極右政党の参加も排除しない意向を示

した。ただし「ネタニヤフ氏抜きのリクード」をどれだけの議員が受け入れるかは不明で、第 1

党を割く切り崩しは容易ではない。 

 

3. アイゼンコット首相誕生なら、イスラエルを取り巻く環境に改善の可能性も見えるが 

アイゼンコット氏が組閣に着手した 11月 8日の演説は、「軍事作戦の目標は達成されず、国際

関係は壊滅的な危機にある」「このまま進めば後戻りできない地点に達するおそれがある」という

危機感に貫かれていた。政権の枠組みがどうあれ、「10・7（ハマスによるイスラエルへのテロに

より多数の死傷者が発生した事件）」後 3年を経た国の疲弊が政権交代の機運を後押ししているこ

とは間違いない。他方、ネタニヤフ氏は確定結果の直後、アラブ系政党が「票を買収した」と主

張して受け入れを拒否し、巻き返しの構えを見せている。 

今後の焦点は三つに絞られる。第一に、アラブ系の閣外協力を容認する少数政権という「イス

ラエルでは前例の少ない」形が、野党陣営内の反発を乗り越えられるか。第二に、超正統派が

「反ネタニヤフ」の便宜と引き換えに、徴兵問題でどこまで歩み寄れるか。第三に、期限内の合

意が不可能と判断された場合、別の候補に機会が移った際にネタニヤフ氏が再び組閣の座を取り

戻すのか。交渉の行方は 12月上旬までに焦点化しよう。いずれにせよ、暫定政権が長期化するほ

ど政策の停滞コストは積み上がる。 

米国のトランプ大統領は、イスラエルに対する年間約 40億ドル規模の軍事・資金援助を 2026

年末で打ち切ると表明するなど、イスラエルと距離を置くかのような発言も見せている。これに

対し、イスラエルのヘルツォグ大統領は「青天の霹靂」と述べ、強い衝撃を受けていることを示

した。中間選挙の敗北を受け、米政権内部でもその敗因をイランへの軍事行動だとする見方が隠

されなくなっている。イスラエルの危機感は非常に強いと考えられるが、それが組閣への動きに

どのように影響するか、今後の中東情勢を見極めるうえでも注目される。 
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